
膿 丈島の鱈に就 て

坂 野 業 市

ON THE COD.CADUS MACROCEPHALUS TILESIUS,

CAUGHT OFF THIE COAST OF REBUN 工SL 」 AND ．

Eiichi. SAKANO  

鰐 (Gwlusmacr 。此 pん"/，?;,.@yf ぬ叱 は木邦近海でほ北千島； ムサツ； 朝鮮近海及北海遭近海に廣く分布し鱈科

の中でほ賑と共に水産上重要な魚穐である，

田内 (@940) は生残率と成長度から之竿L 漁場の鱈ほ同-，の stock に 厩していると見徹し7， 。 松原Cl938,

l93 刀ほ厚岸沖の鱈を年令組成人同―年令群の平均体長の相違から定着性の「根隅」と洞沸性の「沖鱈」 の

二穣族に鹿別している。

北海道日本海側の鱈に就ては末だ何等の報告もないので、筆者は漉丈島山岸で獲れる鱈を調査する機曾を

得てその年今、体長、体重、肥浦度等の生態的な調査を行つた。

本調査に際し終始御懇切な御指導を賜つた北海滝大阜水産科商藤教授．新山助教授並に潰田助手に封し深

く感謝する。何本調査の―部ほ文部省科畢研究費によつた、此鹿l珊 記して感謝する。

資料の採集 :磯丈島の鱈の 湖期は毎年I2月中旬から翌年 17@)0月下旬までで、 操業は同島西 岸沖

合約 5 浬の 100 尋紐附近で延 細で行われ、最盛期ほ 1 月、2 月、3 月、の三ケ月で大部分の 鱈ほ 2 月

下旬迄に鹿卵を経つていた。 調査ぼ1949年 I 月から 5 月にかけて行ったが C第―表) 4 月は同島

の煉漁期の鹿鱈鈎の操業を中止するので 資料の採集が 出来なかつた。

第 ― 表
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6 巷 l． 2 鋭 (@95D36 水産魍化場試験報告

陸揚された 鱈ほ翌日加工されるのであ るが資料の採取はこの 加工と並行して 行つた。 測定に供

した鱈はこの陸揚されたものの 中から無選撰に探り探隣、 体長、体重測定は力nエの前に、脊椎骨

はその個体の加工後に摘出されたものから 採取した。 体長ほ吻端から脊椎骨の 最尾端までを測 っ

だ。鱗は第―背鰭の起部直下の側線との 申問の位置から 採つた。鱗は抹鱗紙にほりつけたまま 乾

 燥して雷験室に持踊り、 水申に放置して鱗を離し指先で汚物を拭い取り、 foc山のあ るものだげ

をプレパレートして 検鏡した。 脊椎骨 ほ第五椎骨から 後方のもの 2 乃至 3 個採り; 煮沸して 肉其

の他の膠状物質 之 除去し乾燥して 實験室に持観つた。

観 察 方 法

年令の査定には 鱗を用い向鱗と脊椎骨の 同-ー個体の輪紋致を比較する 窟に脊椎骨の輪数の算定

もあわせて行つた。

鱗 :鱈の鱗ほ卵形に近い 楕同形で、roCus は中心から梢々後部の方に偏 L，て存在する。 rnC叱を

園んで同心圓をなす多敗の circiiliが見られる。 又 fnc山から鱗の縁に向つて 多敗の放射線が 見ら

れる。 c@rcai の間隔ぽ―様でなく、 circulii間隔の廣い部分が績いた後に間隔の 狭い部分があ る、

この間隔の密な部分は透過光線で 概略的に見ただげでも 暗い輪になつて 見える。此の c・ lrculi の間

絹の密な部分は 所謂休止帝又は winter zonf であつて、 間隔の疎な部分ほ成長帯であ る。休止帯

から成長帯への 移行はこの逆の 場合に比して 急激である。鱗の検鏡ではこの 休止帯から成長帯に

移る部分の 敗乙以て輪敦とした。安田 u94L によれぽ D 恥nCvig ，AC93 の及 BOHefSeボ GC933)

がノールウエーの、コツ ド Gadus callarlas L に於てこの winter zone が夏の経 りから冬の間に形

成されることを 報古していると 云う。 筆者の今回の 調査に於ても大部分は 既に winter zone が形

成され僅かの個体のみが 練蓬部に winter zone が形成されつつあ つたので、 やはりノールウェ -

のコツド と同じ様な時期に 形成されるものと 推定される。 松原 C938) の行つ東加 く絃浬が win

ter ZOne で終つているものは 其の数を、亦絃浬が成長帯で終つているものほ 最終の wlnter ZOne

迄の敗VC エを加えて其の個体の年令とした。

脊椎骨;安田 CI940) がスケトウダラの 脊椎骨に就て 見た様な輪紋は鱈に於 ても比較的明瞭に

見られた、即ち椎骨の凹面を 光に透してみると 幅の廣い不透明帯と幅の狭い透明帯が 交互に見ら

れ、此@n うち―様な幅 D 狭い透明帯の 敗を以て倫鞍 とした。椎骨(7，1透明帯、 不遼明帯ほ 夫人鱗の

cinculi の間隔の独部、廣部に相常するもので、絃蓬 部の輪紋に就ては鱗の場合と同様に 虚置した。

察考

年令 ;

調査に供した 個体の内鱗面の輪絞が不明瞭で輪教を算定出東なかつたものが 約 7% で、他は明

1?6



水・嫡・報告， 6栓@・ 2號(P5D @37坂 野 栄 市

瞭に敦えることが出来た。 年令は 3 歳からI0歳 □ 個悔 にわたり、 その中で 6 歳魚、が最も多

く 5 歳、 6 歳、 7 歳魚、を合せて全体の 約85"A に蓮する。 (第二表) 亦この組成を月別に 見ると、

第二表 月別、 雄雌別年令 組成
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4歳魚、 は 3 月になつて現れ 始め、 3 歳焦、 ほ 5n c4n ?) 迄ほ見られない。 高年魚でほ 8 歳魚が

2 月、 3 月が梢々多い様であ る。前述の如く 、産卵は3 月末迄に殆んど経つているので、 3 月以降

に現われる三の 低年魚ぼ 産卵には開係のない 索餌群で産卵生群は5 歳以上の高年魚群であ ろう。

向田内 け940) 、 松原 CI938)並びに筆者の 場合の 3 月n に於げる朝鮮西岸、 厚岸沖及稽丈島の

夫人の年令組成 wが) を 比較すると第三 衷の通りであ る。

第三 表

場所 @年月 年令@ 2 @   3     4              
l6.8 l 6.8 @.5朝鮮西岸 @936 年3J@@ l.@ @ l7 ・ 0  28.8

 

―

 
厚岸沖 l937 年3月

  
め: 根鱈 b) : 沖鱈

体長 ;

級間を 2 c・ m ・として休長分布を 語くと第― 周及第四表の 如くである。圓に示されている 通り

雄の分布の 峰ほ雌のそれに比してかなり 遅れて現れる。 今年令別、 雌雄の平均体長を 求めてみる

と第五表の通りで雌の方が 雄より大きい値を示しており (4 歳ほこの逆であるが) 4年、 5 年、

6 年、 7 年の雌雄の値 ほ夫人雌では56-57 、 68-69 、 74-75 、 80-81 、 雄では60 ― 臼、 64-65 、

72-73 、 80-8t の峰に略々封瞭 しており、 8 歳魚以上の高年 魚に於てほ賓料数の不足の窟と思わ

れるが到隆ほ飢れている。第五表で雌雄の 平均体長の差の 最も撫著なのは 5 歳魚の場合であ る。以

@37



138 水産 艇化 場試験報告

第四表 年 令と体長との 開係
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坂 野 業 市 水梯潮鞠俺机醗牽内 ) 内

第五表 性別．年令別平均体長女その95多信頼限界

年 合  性  個体 敗  平均体長Cc.mo l標準偏差 @ 信魍 限界
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6 巷 l． 2 號 Cl95l)  
-卜述べたこと 亡 参照すると、 堵の体辰分市ほ雌雄を 佃硯 して考えるわけにはゆかないことがわか

る。

体重   

年令別の体重分布を 求めると第二 固の如 くである。各年令魚の持つ体重の 分布の幅は大きいが

竿 ，魍ィ人重か年

分布の峰ほ何れも―つと見倣され、乍令別の平均体重を 求めると第六表の 通りである。体重の場

第六表 年 令 別． 平 均 体 重

8 I 9 S  ]生  平均 体垂  
合も雌ほ雄に較 べて大きい平均値を 示し@4歳魚ほ体長の場合と 同様に此の閥係が逆にたつている。

14Q
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此遼で体長と体重 C 相閥をみると (第三岡)

乍却  休幻休堂
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75c ・ m ・ 位迄の個体では相 開ぽ密であ るが、之以上の大きい 個体でほ疎になつている。 田口 nv>

2) がヵ ムサツカ東岸の鱈でみた体長、 体重の相開もその傾向 ほ筆者の場合と 同様である。佃採

集した魚休の中で最大の体重を示したものほ 雄でほT2 ・ 8k.g ・ (体長94c.m0 雌で低工5.4k ・ g ・ (体長

to0c ． m ． ) であつた。

肥満度 ;

w/,3 XWO，によって興えられる虎の肥俺安を月別、雌雄別に見れば 第セ表の如 くである。
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雌雄共に 3 月に於て肥満度が昂少であ るのぽ2 月末迄に産卵が経つて 体重そのものが 減少する -卜-

に更に肥満度の 川せい 4 歳魚がこの月に 現れる窟と思われる。 (第二表及第四圓) 以上の体長、

体重、肥満度の平均を 雌雄別、 年令BUに示すと第四岡の 如 くであつて、肥満度ほ 4 歳に於て雌雄

共に届少で以後年令と 共に増している。

 ;，、，ワ" 。吟別 ・ 卒瑚歓イ奉衷及牌燭灸

 

7  8 さ4 

ttJt;

第―表に示した如く 、 金調奄期問を通じでみるときは 3 月の申旬までは雌が 多いが特に 2 月の

下旬から 3 月の中旬にかげて 地は60% 、 以上70おにも達する oz を過ぎると又雄がまして来ごいる

が全休として 雌が雄に較 べて多い 。 然し乍ら比較的接近した 採集日でも 性比が逆になる場合があ

り 、 松原 (I938) の厚岸の鱈に於ても同様で此の 事は漁獲の際の水深とか場所、時刻、漁具等に従

って更に調布 m 必要があ ろう  

鱗と脊椎骨に現われる 輪数の符合率 ;

第八表の 如く鱗の輪敷と脊椎骨のそれとが 符合する場合が 約25% で― 1 の場合が十 1 の場合よ

りも 梢多敗あり、 ― 2 ほ約 3・ 03% 、 +2 の場合ほ約0・ 4めにすぎなかつた。 又安田 u940) がスケ

ト ウダラに見た機に高年魚低年魚 によつて輪薮の差に或傾向があ ると云うことはなかつた ・
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第八表 鱗と脊椎骨の輪簗の符合率

 '―
計
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11 15 495  
生物畢的最少形の問題 :

本調在の俣度では常低生物事内 届少形C 問題で 糾論的な亡とは 云えないが、大体の傾向を 知

る上K[ 於て以上Q 記述を参照に 亡ると、体長、体重の年令別の平均伯亡みると (第四周)

―般に雌の値は 雄のそれに 較べて大きいの E4 歳魚に於ては雌の値 ほ何れも雄の値よりもり、ご

くなつている。亦月別、雌雄別の牛令組成を見ると (第二表) 4 旗魚以下の低年魚が雌雄共に 庄

卵期の殆んど経つている 8 月以降に現れ 始めていること ぼ、 5 歳魚以上の高年魚群が 産卵にあつ

かるものと推定するならば、 生物畢白り 最少形には 5 年-で蓮するのでほないか 上考えられる。 丸)l@

(・ I918) 、 (t919) もカムチツカ西岸の鱈に 於てその卵児と成長を参照にして 同海匠の鱈は鱗令

5 (体長75c ・ m うで生物 串的昆少形に蓮するとしている。 "この問題に就てほ 全年令級に亘る標本

についてその 鱗の輪敷から成長、 更に生殖素の 状態の完全な 調査にまつべきであ る。

要摘

I・ 1949午 I月から5月にかけて 膿丈島西岸の鱈 572 個体に就てその 年今、体長、体重、肥満度

性比 、 鱗と脊椎骨の 輸敦の符合率を調査した。

2・ 年今ほ鱗 面上の輪敦で査定し東が、 鱗相が輪数の算定にたえない 不明瞭なものが 約 75% あ

つた。

3 ・ 年命組成は 5 歳魚、 と 6歳魚が大分 部 (両者合して 75%) で 3 歳魚から10歳魚に及んだ。

4 ・ 全個体の雌雄別の 体長分布の主な 峰ほ鱗の輪敏から巧定した年令auの雌雄の体長分布の 峰

と略々―到し、方向―午令魚でも雄ほ雌に比し平均体長が 3 歳魚の場合を 除き小で之ほ雄の分布

l43
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の峰が雌のそれに鮫べて遅れて現れる 亡とによつても 判るので、体長の分布は 雌雄匝別して見る

のが安常であ る。

5・雌雄別平 均体重亡 求めたが休長の 場合と同様 3 歳魚の場合を 除いて雄 ほ雌に取べてその午

均値は小さい。

6・体長と休重との 開係は 7f)C・ m ・以下では密に相閥し花 C・ m ・以上でぼかなり疎になるが、概略

的に二つでその 傾向ほ- 服の魚類の場合．と同様に"F に凹な曲線で現わされる 様であ る。

7・ 肥浦度ほ雌雄とも 3月が最少で各月とも 分布の峰は―つであ る。

S・ 性比低 ;@m月の申旬迄は雌が多い 。 特に 2 月の下旬から a 月の中旬にかけて 雌は60 ～70おに達

するが以後 ぼ略4 同敷に近づいて 来るが、全休としては 雌ぼ雄に絞べてそ C 割合は梢人多い。

9・ 鱗と脊椎骨に現われる 愉紋敷の符合率は約 52万でスケトウダラに 見られた様た 高年魚上低

年魚による符合率の 傾同の相違は 見られなが @o だ。
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